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神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第６９号＞  

かながわ異グ連ニュース 

「寒天パパ」の会社見学と焼酎             芝 忠 

５月18-19日、新緑がやさしい中央自動車道を諏訪湖まで走り、そこを源流とする天竜川上流域である伊那谷で活

躍する「伊那食品工業㈱」を見学した。シフト 21 グループの企画だ。中央アルプス木曽駒ヶ岳はまだ雪を被っている

が千畳敷きカールは下からも見える。大学に入ったばかりの46年前、ワンダーフォーゲル部の新人練成合宿で遭難

しかかった思い出の山だ。その後 ’85 神奈川異業種交流プラザ(kik)の会員企業訪問で訪れた日発グループの拠点

がある地だ。 

 

海藻の煮汁を固めた「ところてん」を冬季乾燥させ、棒状寒天を作るのに適していた伊那地方に江戸時代から伝わ

る「寒天づくり」を戦後近代化したのが伊那食品工業だ。粉末化させ和菓子・化粧品・医薬品など様々な分野の材料

に用いられている。最近ではメタボリック症候群対策にも注目されている。しかし最も感銘させられたのは現会長塚

越氏の経営哲学である。赤字会社の建て直しに 21 歳で派遣されたとき、自分が結核で高校すら満足に卒業できな

かった境遇を考え、会社は経営者のためにあるのではなく、社員の幸せのためにあるのだという哲学を生み出し、

以来50年間一貫して「社員のためのいい会社づくり」を心掛け、少しづつ、少しづつ規模を大きくし、48期連続増収増

益、年商170億円、従業員400名に至った。リストラなしで辞める社員なし。人件費こそ会社の財産、コストではない。 

社員全員による掃除習慣も凄い。同業と安売り競争をしたくないと、新しい市場を開拓するための研究開発を重

視、営業も外へ外へと展開。樹林の中にある工場も訪問客に目立つトイレマークが大きく掲示してある。商品売り場

には寒天素材を加工した商品の他、経営哲学で共感する他社商品も並ぶ。全国ネットワークがある。会社の経営哲

学が地域にも影響しているせいか、ホテルや店の応対まで新鮮に思える。途中「貧乏神神社」に寄ったら「貧乏とは

心が貧乏なんだ」と諭されて納得。夜も楽しく交流して参加メンバーに感謝。 

 

さてその 3 日後に、川異研(川崎異業種研究会)総会の講演では、鹿児島の芋焼酎づくりの苦労話を伺った。定価

で売れない時代に新しい市場に挑戦、女性でも美味しいと飲める焼酎を杜氏と一緒に開発、6月15日の「父の日」は

親子でお酒を、と呼びかける。「大海酒販」の山下専務は、経営者の中には「デモネー」と出来ない理由を言うグルー

プと「はいわかりました」と直ぐ実行するタイプと二つある。前者と付き合っていると自分も染まってくる。これは何に

でも共通する。 

掃除の点では伊那食品の塚越さんと共通する考えでやっている東京の自動車用品販売会社「イエローハット」の鍵

山さんとの対談集を読んだ。掃除は「気付き」に通じ、人の心がわかるようになる。会社経営は「人づくり」というが、

経営者自身の人格形成が重要だということでした。 

 

自分も反省しきりの一週間でした。「寒天パパ」とは伊那食品の商品名です。現在私も試食中です。 

 

産 学 官 交 流 サ ロ ン の コ ー ナ ー 

おなじみ尾上町サロン 

日時：第一・三金曜日（６月２０日、７月４日、１８日）会場：神奈川中小企業センター5階異グ連事務所 

連絡問合：神奈川異グ連事務局芝、島津龍男、八幡、鈴木 ０４５－６３３－５１４２ 会費：現物も大歓迎 

第１５回西湘サロンの開催案内 

日 時：２００８年７月１４日（月）18:00～20:30 

場 所：あいおい損保小田原支社(瀬戸ビル)３F  

話 題：ギフト券による地域振興  

  ｺﾐｭﾆﾃｨ倶楽部 ㈱さがみ共和国 江田 春男氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

申 込：島津俊、吉池、芝 tel 045-633-5142  

第２７回三浦半島経済人サロンの開催案内 

日 時：２００８年７月２４日（木）18:00～20:30 

場 所：神奈川新聞社横須賀支社 ５Ｆ会議室 

話題：あなたの想いを商品に ㈱ボンド代表取締役 

       NPO湘南スタイル理事長 藁品孝久氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

事務局：八幡 045-633-5142、鶴野 045-836-6785 

発行：神奈川県異業種グループ連絡会議専務理事(事務局長) 芝 忠 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センター５Ｆ 

TEL０４５－６３３－５１４２ FAX０４５－６３３－５１９４ 

Email:iguren@kanagawa-iguren.com  

http://www.kanagawa-iguren.com 
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第２３回かわさき経済人ネットワークサロン 

日 時 ： ２００８年７月１１日（金）１８：００～２０：３０ 

場 所 ： かながわサイエンスパーク（ＫＳＰ）内 ㈱ケイエスピー西棟３階 ３１０会議室 

話 題 ： 売れ筋オリジナル商品の開発と事業戦略 

              川崎異業種研究会理事  山勝電子工業㈱ 代表取締役 金究 武正 氏 

参加費 ： １，０００円（ビール、おつまみ付）    申 込：芝忠、松井、渡辺 tel 045-633-5142 

第１４回(５月１２日)西湘サロンの報告         吉池正樹BC 
道路特定財源の暫定税率が 3月末で期限切れになったと思ったら、5月には復活、納税者には理解のできないこ

とが多い。そんな折、タイミングよく「税金の使い道はどうなっているの？」とのテーマで、関東学院大学法学部教授

の阿部徳幸氏にお話いただくことができた。国家公務員の、違法または不当な公金の支出を一般納税者が裁判所

に訴えても門前払いされる。それは直接利害関係者しか訴えられないように法律がなっているからだという。また、

今景気の良い自動車会社は一銭の消費税も払っていない。むしろ、輸出の多いところはお金が入ってくるという。消

費税の増税に、経済界で賛成するところがあるのも良くわかる。等々われら一般納税者には｢目からうろこが落ちる

話｣を税理士でもある先生からお話頂いた。 

 

かながわ異グ連の会員グループやプロジェクトの状況 

新規プロジェクト！  南西アジアプロジェクトの発足とメンバー募集         加藤文男ＢＣ 

先般、JICA 横浜より受託しましたアルメニアプロジェクトが終了しましたが、本年から新しく南西アジアプロジェクト

を立ち上げることになり、関係者が集まり６月１６日に打合せを持ちました。 

対象国は、一つの国ではなく、ブータン、アフガニスタン、ネパール、モルディブ、バングラディシュ、パキスタン、ス

リランカ各国の中小企業振興政策担当者への支援になりそうです。詳細は、これから検討します。ついては新しくプロ

ジェクトメンバーを募集いたします。ご協力いただける方は事務局へご連絡ください。 

申込み：神奈川異グ連南西アジアプロジェクト事務局長 加藤文男（045-633-5142異グ連事務局 芝、加藤） 

まんてんプロジェクト     千田 JASPA取締役 

●ＪＡＳＰＡ株式会社が東京支店を開設した。アドレスは東

京都港区赤坂６－６－２Century Tower５F。産官学連携

などの活動拠点とする。 

●ＪＡＳＰＡがまんてんプロジェクトを代表して、(社)日本航

空宇宙工業会（ＳＪＡＣ）の賛助会員となった。 

● ５月２７日から６月１日まで開催されるベルリンエアショ

ウにＪＡＳＰＡから調査などを兼ねて参加した。ベルリン

エアショウは、１９０９年の飛行船ショウに端を発する欧

州で最も古い航空ショウであり、本年は１０００以上の展

示がある。 

● 本年７月１４日から始まる英国ファンボロー航空ショウに

出展し、関係機関の支援を得て、会員によるツアーと現

地での商談会を行うこととした。本年のファンボローエア

ショウは６０周年を迎え、出展者１５００と過去最大であ

る。 

● 会員は漸増しており、５月末現在の会員数は１３都道府

県から１０９社・団体・組合（団体、組合参加企業を合計

すれば１５４社）となった。  

第８６回日韓ビジネス協議会   高橋ＢＣ         

日時：Ｈ20年 6月 30日(月)15:00～17:00（懇親会有） 

場所：神奈川中小企業センタービル５階  会議室    

会費：１０００円 

●日本企業紹介・・・セラミックス系の素材に永久プリン

トする技術でメモリアル陶板、装飾品、案内板等を製

作している。 

（有）ピクセラ工房代表取締役 青野 俊明氏 

●「多文化共生について」・・日本政府や神奈川県での

外国人政策や多文化共生の取り組みやイベントなど

を紹介される。   友情新聞社記者 末廣信氏 

●体験談「逆境に生きる」 

(有)ホンダマシン代表取締役 本田武士氏 

●メイン講演・・「革新的原価低減の進め方」の解説 ＭＩ

Ｃ綜合事務所 代表 福田 祐二氏 

関心ある企業の参加者を歓迎致します。  

申込先：TEL＆ＦＡＸ：０４５－３１１－００９４  高橋

迄  MAIL： mtakahas@tb3.so-net.ne.jp 

            第８５回日韓ビジネス協議会（５月）報告                  高橋導徳ＢＣ 

●日本企業紹介・・・大島経営研究所所長兼国士舘大学非常勤講師 大島英雄氏 

国際ビジネス：リスクマネージメント、コンプライアンス指導、マーケッティング、マネージメント全般、  

流通・物流・経営法務など幅広い範囲を担当。 

事業の現状と今後の展開：主に東南アジア中心(中国・インド・中近東)、今後は韓国、タイ、ベトナム、ラ   

オス、カンボジア、スリランカ等に拡大の予定。 

mailto:mtakahas@tb3.so-net.ne.jp
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●韓国企業紹介・・・㈱エスディーアイエヌシー／SPシステム 課長 朴 熙雄氏 

システムパネルおよびその付属品の販売で外装広告板、展示品の関連デザイン、飾り棚、ライティング・ブラケッ

トなど。火災時にＳＰ板が不燃材で有毒ガスを発生しない事が特徴である。 

●韓国企業との折衝状況について・・・(有)オリエントマシン 取締役 平手陽介氏 

昨年の１１月に神奈川県＝韓国・京畿道との異業種交流会の商談会で面会した企業２社との商談が継続してお

り、韓国に出張したおりに企業を訪問、工場見学をしている。金属・板金加工業と冷間鍛造プレスなど金属加工業

の企業で中古機械の購入、自社の新製品開発など各種商談を受けている。 

●メイン講師： 日韓産業連携の現状と将来・・・副会長 石田賢氏 

韓国企業の特徴： 血縁関係の後継者の登用、スピードのある決断経営。 

韓国企業の限界： シェア重視の事業展開、次世代製品の開発の遅れ、部品・素材の弱さ。  

結び： 日本企業への示唆、新しいビジネスモデル構築、韓国企業の日本における基本戦略などパワーポイント

で理解しやすく解説された。 

シフト２１                    有村ＢＣ 

「シフト２１」は経営変革を目指す企業と人の交流を

図るグループとして、業種や業態を問わない幅広い交

流を目的に定例会を開催しております。（原則第二火

曜日開催） 

6月定例会は６月10日（火）、㈱シー・コミュニケーシ

ョンズ代表取締役 大羽りん氏に「中国式コミュニケー

ション術」というテーマで、①中国人を知るためのキー

ワード、②中国人と仲良くなるための方法 ③中国人

と交渉する際のコツを、長年中国語の通訳・翻訳に携

わっていらっしゃるご経験からお話いただきました。 

次回 7 月定例会は「ビジネスに効く！夏の睡眠

（仮）」と題して、快眠・睡眠向上のためのセレクトショッ

プ「眠りのお部屋」を楽天市場で展開している株式会

社ヴァレア代表取締役の佐藤康行氏に、お話をお伺

いいたします。 

シフト２１ではゲストの皆様の参加を歓迎しておりま

す（初回参加は無料）。お問合せは有村までお願いい

たします。(arimura-c@nifty.com) 

    スターリングエンジン研究会  八幡異グ連常務 

 当研究会改め日本スターリングエンジン普及協会が手が

けている㈱プロマテリアルと米 INFINIA社製スターリングエン

ジンRGlOOOを廃食油仕様のエンジンとして開発するプロジ

ェクトは、第 1段階の気体燃料で燃焼させる燃焼器の取り付

けに成功した． 

 早速 6/3～6/6東京ビッグサイトの NEW環境展・東京会場

の屋外会場で公開運転を行った。あらゆる熱から電気と温

水を作り出す外燃機関の量産・実用型エンジンとして関心を

集めた。音が静かで、動きが外見から分からないので、予備

知識を持たない見学者に理解して貰うに難儀していたが、開

場と同時に訪れる見学者は引きも切らず、優れた質問が続

出し、出展の価値は大いに認められた． 

 特に、エンジンに直結した燃焼器は広島大 石塚教授考案

による環状バーナーで低 NOX であり、面積が広く均一な火

炎面を持つ筒状の炎によって熱を効率的にコントロールする

ことが可能となり、製作取り付けを同教授が指導、アサヒ技

研、楠鉄工が分担し、性能試験は明星大 濱口教授が担当し

た。日本スターリングエンジン普及協会挙げてのプロジェクト

のお披露目となった。 

関連イベントのおしらせ 

神奈川県異業種グループ連絡会議Ｈ２０年度 年次総会 

日 時 ： 平成２０年６月２５日（水）１３：３０～１７：００（１７：１５交流懇親会） 

場 所 ： 神奈川中小企業センタービル１３Ｆ第２会議室  横浜市中区尾上町５－８０ 

次 第 ： １３：３０～１４：４５ 年次総会 

      １５：００～１７：００「平成２０年度地域経済政策・中小企業対策の概要」 

関東経済産業局 地域経済部 次長  明田 任功氏 

会 費 ： 無料（交流懇親会は２０００円頂きます）、会員及び非会員の方々の参加を歓迎いたします。 

連絡先 ： 神奈川異グ連事務局 芝、八幡、島津 ０４５－６３３－５１４２ 

かながわビジネスオーディション 2008－ ビジネスプラン募集中 － 

応募期間 ： 平成 20年 5月 26日（月）～7月 25日（金）オーディション開催日 ： 11月 20日（木） 

応募対象者： ユニークで新しいビジネスアイディアを持ち、資金調達やビジネスパートナー等の協力を求   

めているベンチャー精神にあふれる個人、企業、グループ、学生等。 

応募範囲 ： 社会性のあるものならジャンルは問いません。  応募費用 ： 無料 

申込み方法： 所定の申込書により郵送又は e-mailによりお申込みください。 

応募者特典： 経営上の課題・問題点に対するアドバイスや各種支援制度の紹介など必要に応じてサポート  

します。また、優秀賞等の受賞者には賞金の他、神奈川県制度融資「スタートアップ融資」 
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の対象となります（別途金融機関の審査は必要です）。 

お問い合わせ・お申込みはこちら ： かながわビジネスオーディション実行委員会事務局 

（財）神奈川産業振興センター企業化支援部企業化支援課 宮沢TEL045-633-5203  kigyoka@kipc.or.jp 

論壇・投稿など 

            都市、社会インフラについて思うこと         交流アドバイザー 児玉 英二   

アジアに住んで居りながらアジアの途上諸国 (近くて遠い隣人の国も含め)の実情をほとんど把握していないの

で、ここ３，４年各国の駐日大使館、JETRO関連組織などが主催する中国諸都市、アセアン諸国の産業視察のミッシ

ョンに時間の許す限り参加し、途上国の経済発展の現状、地域文化について知見を深めるよう心掛けてきた。 

 我が国の場合明治維新後、欧米の「お雇い技師」指導のもと技術導入、近代化を図ってきたが、どの国の文化を取

り入れてインフラを整備するかで原点が定まる。例えば東西の電源周波数の違い(50/60hz)、家庭用電源電圧

（AC100V）、JR の鉄道ゲージ幅(世界の標準軌＝新幹線仕様より狭い)などの後戻りのできない環境を維持しつつ今

日に至って来ている。 

 そのなかで、途上国の基盤構築の道筋、手順を誤るととんでもない結果になってしまうことを現地で見、体験したの

でその一例を以下に紹介します。 

★【中国の電源プラグ】 

 中国旅行を計画され、現地で電源プラグの適合型式(変換プラグ)を電気店で探された方々はご存じと思いますが、

プラグ適合マトリックス表で全型式が完全適合「(◎)」が記してあり、世界中の全型が使用可？と思いきや都市、同じ

市内でもホテルが変われば型式が異なり、型式を特定できないことが分った(大連、北京、上海の一流ホテルは欧米

日対応)。これは、東部沿岸地域では欧州の租借時代の文化導入、近年では欧米日韓デベロッパーによる野放しな

ホテルやビル建設により自国の配線仕様が持ち込まれた結果と考えている。 

★【ホーチミン旧市街の電話線】 

 電話局⇔加入者間の通信配線は回線ごとに、一対の電線で接続するのであるが、ある程度加入者が増えた時点

で一斉に多芯電話ケーブルに切り替えるタイミングを逸したため、単線、多芯が入り乱れ、電柱の配線数が増え(線

束径 1.5m ほど)クモの巣状となっており、最早手の施しようがない(後戻りできない)状態で保全効率、都市景観を悪

化させている。 

         異グ連活動の付加価値             魚崎ＢＣ（Ｃ＆Ｓ会長） 

製造業では付加価値の低いものは東南アジアに行ってしまうといわれている。というか、日本が東南アジアに負

けないためには、より付加価値の高いものを作らなければならない時代になっている。平たく言えばより手の込んだ

日本人独特の器用さを発揮したものが望ましいことになっている。 

 異グ連活動も同じことが言えるような気がしてならない。今までは、個人保証などの厳しい環境に置かれていた中

小企業主の方々が、情報交換の場を求めて集まったのが異グ連ではなかったであろうか。厳しい判断を求められて

いる中小企業主の方々にとっては、異グ連の様々な活動がオアシスのようであった。この異グ連の使命は今後も変

わらないと思う。ただ、それだけでよいのかという時代になっているのである。 

 既存の製造業なり商業の仕組みが壊され、新しい仕組みづくりの最中である。中小企業主の方々は、新しい仕組

みの情報も欲しいであろうし、自社は仕組みのどこを狙えばよいのかの情報もいるであろう。異グ連としては、これ

らの要望に少しでもこたえられる体制が必要になってきている。C&S グループも異グ連に対し単なる労務提供だけ

ではなく、このような新しいニーズにこたえられるグループになることが期待されている。 

 異グ連活動が、このような新しい時代に向けて少しでも変化していくことが、異グ連の付加価値を上げていくという

ことになるようである。 

事務局のコーナー 

神奈川県異業種グループ連絡会議 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 魚崎 誠也 村上 嘉男  【火】 八幡 敬和 児玉 英二  【水】 芝 忠  杉本 明子    

【木】 八幡 敬和 松井 利夫  【金】 島津龍男 芝 忠 織方盛男  【土、日、祭日】は休業です。 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80神奈川中小企業センタービル５階 

神奈川県異業種グループ連絡会議事務局   TEL 045-633-5142  FAX 045-633-5194  

URL：http://www.kanagawa-iguren.com      e-Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

皆様からのご投稿をお願いいたします。（会報編集担当）mail t-onogawa@pro.odn.ne.jp小野川へお送りください。 

神奈川異グ連への連絡問合せは、上記事務局当番者 tel 045-633-5142  fax 045-633-5194 へどうぞ！ 
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